　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年 1月6 日
	公益社団法人日本技術士会鹿児島県支部


　　　　　　第45回CPD講演会（九州本部CPD・建設系CPD登録済）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	（１）13：30～15：00　　　　　　 九州本部2502112801A1-4
『 土砂災害研究に携わって50年 』

　　　　下川　悦郎氏（鹿児島大学名誉教授）
（２）15：10～16：40　　　　　 　九州本部2502112802B4
『 高校及び高等専門学校の知財学習とその支援授業 』
　　　　満丸  浩氏（第一工科大学 教授）


　　　　　　　　　
 　　　　      日　時：2025年 2月11日（火・祝日）　13：30～16：40（途中休憩10分）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　 会　場：鹿児島市勤労者交流センター 7Ｆ第1会議室
( よかセンター：JR鹿児島中央駅前)
　　　　　　　 会　費：　日本技術士会会員　　1,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　 　非会員　　1,500円
　　　　　　　　　　　　 大学生・高専課程生　　　無料

　　　　　　　 CPD単位：3.0単位
　　　　　　　 定　 員 ：60名（先着順）　
　　　　　　　　　　　 ：10 名（オンライン：鹿児島市以外に在住会員。県外も可）
　　　　　　　　 【参加者条件】
① 事前予約者のみ参加できます。
　　　　　　　　　　② 講演中のマスク着用は任意です。
	　　申し込み締め切り　1月31日（金）正午


　　　　　　＊申込定員に達した時点で募集を締め切ります。
　　　　　　＊参加確定者には、2月3日（月）に参加案内及び注意事項をメール配信


オンライン配信については、都合により中止する場合があります。
オンライン参加者には、同日に別途メールにて送金口座を通知します。

参加費は、2 月5日（水）までに入金願います。入金確認後、接続コードをメール配信します。

*他学協会の受講証明書については，【試行】として，主催者が発行します。
申込みフォームに【申請者情報】を入力してください。
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　　【 第45回CPD講演会等申込み先 】
鹿児島県支部HP、下記URL、または
右記 QRコードから申込んでください。
https://forms.gle/CaHbdtf7LudpYJ97A
講　演　概　要
■講　　演（１）
講演タイトル：「土砂災害研究に携わって50年」

講    　　師：下川　悦郎氏（鹿児島大学名誉教授）
講 演 概 要 ：　
本講演では、1947年入職以来今日まで50年間に亘って携わってきた土砂災害研究について、講演する。この間、鹿児島県、九州、全国の各地で土砂災害が相次いできた。鹿児島県で発生した土砂災害がおもな対象となるが、たびたび現地に出かけ災害の発生状況を調べ、災害のしくみや発生場の予測について研究を重ねてきた。そうした研究の成果と防災上の意義、今後の課題について講演する。
                                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
キーワード：
　　鹿児島県の自然災害、火山噴火災害、地震災害、土砂災害と森林、土砂災害対策（ハード対策、ソフト対策）、表層崩壊、深層崩壊、
■講　　演（２）
講演タイトル：「高校及び高等専門学校の知財学習とその支援授業」

講    　　師：満丸  浩氏（第一工科大学 教授）
講 演 概 要 ：　
　　我が国の世界競争力ランキング（ＩＭＤ発表）は1992年までは1位であったが、2002年には27位、2024年は38位と下降が続いている。この間、2002年２月の通常国会施政方針演説では「研究活動や創造活動の成果を、知的財産として、戦略的に保護・活用し、我が国産業の国際競争力を強化することを国家の目標とする」との表明がなされた。その後、「知的財産戦略大綱」の決定、「知的財産基本法」の成立、「知的財産戦略本部」の設置と続き、2003年からは、「知的財産推進計画」が毎年発表されている。「知的財産推進計画2007」では、「工業高校や農業高校などの専門高校における知財教育を推進し、(中略）必要に応じ学習指導要領の見直しに反映させる。」と具体的に記載され、知財学習の支援が明確にされた。

　そこで、これまでに文部科学省が改訂してきた高等学校学習指導要領の変遷、特許庁及び（独）工業所有権情報・研修館（ＩＮＰＩＴ）が実施してきた知財学習支援事業の参加状況などの分析、考察を行った。本講演では、これらについて報告する。



















                                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キーワード： 
　　知財学習、知的財産推進計画、高大連携・産学官連携
